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201７～1８年度   Ｄ-2700  No. ７  201７年９月１日 

小倉ロータリークラブ 週報 
ＲＩﾃｰﾏ：“ロータリー：変化をもたらす”  
ＲＩ会  長：イアン H.S. ライズリー 氏 

(所属：サンドリンガム RC)  

地区ﾃｰﾏ：“拡がりは変化をもたらします ” 

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：安増 惇夫 氏(所属：宗像RC) 

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“ロータリーの輪を拡げる ” 
会長 荒木 英生 ／ 幹事 合馬 誠一  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒木 英生 会長

 お盆休みは皆さんいかが過ごされましたか？ 私は

子供の頃は、帰省して毎日高校野球を見ていました。

ところで、8月 18 日は高校野球の日で、第一回中等学

校優勝野球大会が大正 14 年に開幕した日だそうです。

今日は小倉工業高校の IAC の皆さんに参加してもらっ

ていますが、日本で IAC は、昨日甲子園で勝ってベス

ト 16 に残った仙台育英高校に昭和 37 年に作られたの

が最初です。ところで、先日 8 月 5 日に地区会員増強

セミナーに行って参りました。報告は週報をご覧くだ

さい。そこで、第 2700 地区で設立準備中であった Eク

ラブは、当面の設立を断念したと報告がありました。

リア充という言葉をご存知ですか？リアルな生活が充

実しているという意味で、ネットに入り浸っての孤独

な生活の反対のような意味らしいです。インスタが登

場して以来、リア充をアピールするために、豪華な食

事を注文して写真を撮ったり、それこそインスタに載

せる為だけに豪華な誕生パーティーを演出する業者も

あると聞くとびっくりします。IAC の皆さんは、現実に

顔を合わせる友達や仲間がいて、充実した生活を送ら

れていると思います。今後も沢山の活動があり大変で

しょうが、しっかり続けていかれてください。さて、E

クラブですが、私個人としては、面白い企画だと思っ

ていましたが、関心が少しはあっても内容がまだよく

分からないものに、決して安くない会費を払ってまで

入会するように説得するのが、やはり難しかったのか

なと思います。Eクラブも顔を合わせて、ネットをメイ

ンに、現実の人とつながるという方向性で今後も検討

してよいのではないかと思います。 

 

            坪根 副幹事

・来週の例会は、18 時 30 分からクラブ・フォーラムを

開催します。会場は 4F の「エメラルド」の予定ですが、

今回は通常より参加者が多いので、3F のこちらの部屋

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３（５３１）１１２１          ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : krpc@rid27.jp 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL（５３１）１７２７ FAX（５２２）４３３３ 

会報･雑誌 委員会 委員長：増田 雄一       副委員長：豊川 智彰 

委 員：成沢 裕・松藤 啓介・高取 亮・藤森 敬裕・村上 公幸・渡邉 昌春・辰巳 和正 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

           

     

表紙写真(テーマ/ビューティフルシティTOKYO―昼間の東京駅) 

東京駅は、辰野金吾氏設計で約5年前に建築されました。周囲の丸ビル、中央郵便局も昔のイメージを残して高

層化しました。復元費用500億円は、空中権を売って捻出した文化資本プロジェクトでした。 

                           【撮影：辰巳会員 東京にて】 

 

 

 

 

 

 

 

第３３２２回 例会 記録 

８月１８日（金）普通例会 

・ロータリーソング“それでこそロータリー” 

・IAC 活動報告 

 

本日の例会 第３３２４回 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング“奉仕の理想” 

・卓話 不動産中央情報センター 

    代表取締役社長 濱村 美和子 氏 

mailto:krpc@rid27.jp
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「クリスタル」に変更する可能性があります。その際

は、出席者へ改めてご連絡致します。なお、8月 21 日

(月)までご出欠を受付けています。ご出席の程、宜し

くお願い致します。 

          加藤(守) 委員長 

2017 年 7 月 1 日：63 名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 
66 名 39 名 ― 67.24％ 

先週の

出席 65 名 41 名 22 名 
96.49％ 
修正後 

◆ゲスト    7 名  

・福岡県立小倉工業高等学校インターアクトクラブ 

             顧問教諭         早川 一輝 先生 

             電気科 3年      松山 航平 君  

             電子科 3年      遠藤 喜明 君  

             会長(電機科 2年)  登尾 朋紀 君 

             副会長(工化科 2年)  田村 優衣 さん 

             幹事(電機科 2年)  永島  匠 君 

・厳 子龍 氏(米山奨学生) 

◆ビジター   0 名 

高山 副 SAA 

7,000 円 ：累計金額 99,000 円 

原田 光久 君 

残暑お見舞い…の葉書を見て、玉井行人元会員のご

自宅に電話をしました。(17 日午后 8時過ぎ)帰宅され

たばかりとのことでした。折尾駅で乗り換えての長時

間、いろいろ書きながら通っているとのこと。e-mail  

address は変更ないとのことでした。お元気な声でし

た。 

大迫 益男 君 

①青木さん、入会おめでとう！ 

②世界陸上で、当社の藤光選手が 100 ﾒｰﾄﾙ×4 リレー

で銅メダルを取り、皆さんからお祝いをして頂きあり

がとうございます。 

森 浩明 君 

小倉工業高校 IAC の皆様、ようこそ小倉 RC の例会

へ。今日はリラックスして楽しんでください。 

髙橋 智彦 君 

①荒木会長、目、治りました。ありがとうございまし

た。 

②所要により、途中退席します。ペコペコです。 

            

社会奉仕委員会             松永副委員長 

明日は小倉駅前早朝清掃です。朝 6 時に小倉駅に集

合して下さい。車の方は、ステーションホテルの駐車

場が解放されていますので、そちらにお停め下さい。 

青木
あおき

 忠
ただ

興
おき

 氏 

推 薦 者 佐久間 庸和 会員 

大迫  益男 会員 

生年月日  

本  籍  

職  業 西日本新聞社 

執行役員北九州本社代表 

職業区分 413 新聞業  

所属委員会 親睦活動委員会、プログラム委員会 

【青木氏：挨拶】   

 この度は小倉 RC へ入会させて頂きありがとうござ

います。私は 1960 年生まれで、まもなく 57 歳になり

ます。前任より少し若いのですが、入社が 1983 年で 34

年になります。今回で転勤は 13 回目、3年に一度くら

いで転々として参りました。北九州地区は初めての場

所です。これも何かのご縁かと思います。ご紹介にも

ありましたが、唯一縁があったのは小倉競馬場で、年 2

回は必ず行っていました。もうちょっと若い人が増え

るかなと信じております。お酒も飲めますので、皆様

これからよろしくお付き合いください。 

福岡県立小倉工業高等学校 

電子科 3 年  遠藤 喜明 君 

『台湾研修報告』 

 「知人のいない環境」と

「海外での生活」と「現地の

学生との交流」というのが

主な台湾研修の特徴だと感

じました。私は「人見知りを

直す」ということを目標に、

台湾研修に臨みました。 

 1 日目は台湾に到着し、大

学生の案内による市内観光、

2 日目は樹林高級家事商業職業學校での学生との交流

と市林夜市の見学、3 日目は故宮博物院と忠烈祠の観
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光、という流れでした。 

私は修学旅行で一度台湾に行ったことがあったので

緊張はしていませんでしたが、他校の生徒と一緒だっ

たので少し不安でした。台湾に着き、移動中に外を見

ていると、日本に比べバイクが多いことに気付きまし

た。台湾は、「駐車しやすい」や「免許取りやすい」な

どの理由から、世界一バイクの所有率が高いそうです。 

台北市内を観光し、その日の夜は、2日目に発表する

ダンスの合同練習をしました。出国前は皆の動きが揃

っていなかったので心配でしたが、この練習の時は直

ぐに動きが揃ったので、安心しました。 

 2 日目は、朝

から樹林高級

家事商業職業

學校を訪問し

ました。校門

をくぐる前か

ら学生が歓迎

してくれて、

台湾が親日国

であることを

改めて実感しました。パートナーの学生とは、自分か

ら話しかけるように心掛けた為、すぐに仲良くなりま

した。最初は会話が出来ず、自己紹介をするのも大変

でした。ローマ字表記の名刺を渡して名前を伝えまし

た。そこからは簡単な英語で会話をしました。パイナ

ップルケーキとタピオカミルクティーを作り、交流を

深めました。 

 その後、台湾の学生が太鼓の演奏などの伝統芸能や

ダンスなどを披露してくれました。完成度が非常に高

く、この日の為に沢山練習を積み重ねてきたことが伝

わり、とても感

動しました。お

返しとして、私

達も日々練習

してきたダン

スを3曲披露し

ました。私は緊

張して練習通

りに踊れませんでしたが、大きな歓声をもらえて嬉し

かったです。 

 次に、台湾の有名なパワースポットである龍山寺に

向かいました。7 本の線香が入った袋を 10 元で買い、

それぞれを別々の香炉にお供えして参拝します。また、

おみくじは赤い木片を 2 つ投げ、表裏が 2 回連続で出

るまで引けない仕組みになっていました。 

 2 日目の夜は市林夜市に行き、お土産や食べ歩きを

して散策を楽しみました。台湾の夜市は、お祭りが毎

日開催されている様な雰囲気で、花火も上がっていま

した。屋台で食べた苺飴は、一番下だけ苺ではなくト

マトで驚きました。台湾ではトマト飴のほうが定番ら

しく、納得しました。 

 3 日目は、帰国前に台北市内を観光しました。まずは

忠烈祠(ちゅうれつし)に向かいました。ここは、辛亥

革命を始めとする中華民国建国および革命、中国大陸

での日中戦争などで戦没した英霊を祀る祠で、兵士に

よって警備されていました。運よく兵士の交代式を見

ることが出来ま

した。2人の兵士

が少しもタイミ

ングをずらさず

全く同じ動きを

している様子

は、まるで機械

が行進している

かのようでし

た。交代式が終わった後の兵士は全く瞬きもせず表情

が変わらないので、人形のようでした。 

 忠烈祠の見学後は、故宮博物院の見学に行きました。

65 万点の文物が所蔵されており、展示物は 3～6 ヶ月

ごとに入れ替えられるらしく、修学旅行で来た時とは

違う展示物を楽しむことが出来ました。展示物には大

仏などの大きなものまであり、迫力がありました。 

 私は今回の台湾研修を通して、人と関わることの大

切さや、異国の文化などの様々なことを学ぶことが出

来ました。また、言葉が分からなくても自分から伝え

ようと心掛けることが大切だと感じました。 

 最後になりますが、RC の方々や引率の先生方をはじ

めとする研修に携わった方々や顧問の先生方、このよ

うな貴重な体験をさせていただき、本当にありがとう

ございました。これからも IAC の活動に積極的に参加

し、それらの経験を生かして、地域社会に貢献できる

よう努めていきたいと思います。 

電気科 3 年      松山 航平 君 

『年間活動報告』 

 まずは、早朝清掃です。

小倉商業高校と毎月第3土

曜日に小倉駅前で清掃を

行っています。朝 6時から

1 時間行いますが、たばこ

や空き缶など、色々なゴミ

が落ちています。私はこの

早朝清掃をしている姿を

多くの人に見てもらい、少

しでもゴミを捨てる人が

少なくなればいいなと思

っています。 

7 月は、小倉駅前で行われた「ダメ・ゼッタイ」普及

運動キャンペーンのボランティアに参加しました。こ

のキャンペーンは、小倉駅に来た人達に薬物は危険な

ものであるということを再認識してもらう活動です。

実際に警察の方たちに来ていただき、色々な話を聞か

せてもらいました。そしてチラシを配ったのですが、
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実際やってみると難しかったです。またこの活動を通

して、薬物の危険性を少しでも多くの人たちに知って

もらえればいいなと思いました。 

8 月には、紫川フェスティバルボランティアに参加

しました。アクアスロン大会に使う水風船に水を入れ

たり、飲料水の運搬、コースの案内、給水所での作業な

ど様々な作業をしました。水風船に水を入れる作業で

はコツが必要で、とても難しかったです。当日はとて

も暑くて作業が大変でしたが、しっかりとやり遂げる

ことが出来ました。また、慣れていくにつれて作業効

率が上がり、効率的に作業することが出来ました。ま

た機会があれば自主的に参加してみたいです。 

ロボットフェアボランティアにも参加しました。主に

SL 運行の手伝いでした。私は参加していませんが、当

日は子供達が沢山来てくれて賑わっていたそうです。

天気も良く、楽しんで活動出来たと思います。 

10 月には、風師山での清掃登山の活動をしました。

とても活動しやすい気候でした。門司港駅から清掃活

動を開始しました。空き缶やお菓子のゴミ、傘など色々

なゴミがあり、とても大変でした。清掃をしながら登

って行き、山の上まで来ると、達成感がこみ上げてき

ました。風師山の頂上から景色を見て、また参加した

いと思いました。この綺麗な景色を守っていきたいの

で、この活動を通して、捨てられるゴミの数もさらに

減ってくれたらいいなと思います。 

11 月には、国際車いすバスケットボール大会ボラン

ティアに参加しました。主に観客の誘導、物品販売、団

体客の案内、入場受付などを手伝いました。国際大会

という大きな場でのボランティアはあまり無いので、

貴重な体験になりました。保育園や小中高校など色々

な団体の受付係を担当しましたが、受付した方に「あ

りがとう」と言われ嬉しかったです。また、このボラン

ティアに毎年参加している方は、とても手際が良く、

次回はあんな風に働きたいと思いました。 

次に、盲導犬チャリティーコンサートボランティア

の活動をしました。3年生は参加していませんが、内容

は会場案内や受付、資料の配布や募金の呼びかけなど

だったそうです。盲導犬についての話など、普段は聞

けない話を多く聞くことが出来て、為になったと聞き

ました。私は参加することが出来ませんでしたが、と

ても興味深い話でした。 

 次に、そよ風祭りのボランティアに参加しました。

娯楽場の運営の手伝いをしました。子供達の世話は大

変でしたが、楽し

く活動しました。

また、合奏や合唱、

ダンスなどもあ

り、色々な舞台で

の催し物を拝見す

ることが出来まし

た。また機会があ

れば参加したいで

す。 

 1 月には、餅つきボランティアに参加しました。この

日は少し強めの雨が降っていました。私は餅つきが初

めてで、しっかり出来るか不安でしたが、丁寧に周り

の方が教えて下さったので上手く出来ました。またか

なり力のいる作

業なので、長時間

されていた方々

はすごいなと思

いました。この後、

自分たちでつい

た餅を分けても

らいました。自分

達でついた餅は

とても美味しか

ったです。 

 2 月には、北九州マラソンボランティアに参加しま

した。主に選手の荷物の運搬や T シャツの引換をしま

した。選手の荷物をトラックに積み込む作業ですが、

これがなかなか

の力仕事でした。

また、荷物の多さ

やTシャツの引換

の数からマラソ

ンの規模の大き

さを実感し、この

大会に参加する

ことが出来たこ

とを嬉しく思い

ました。 

 5 月には、春の清掃登山に参加しました。5月ともな

ると日差しが強く、気温の高い中での活動でした。こ

の時の清掃は、ゴミは少なく感じましたが、空き缶や

ビニール袋といったゴミが目立ちました。私たちが拾

っている姿を多くの人に見てもらい、少しでもゴミの

ポイ捨てが減ればいいなと思いました。 

米山記念奨学会「特別寄付金」 

例会当日寄付者 

・原田 光久 

・小島 庸匡 

 

合計       累計金額（2017-18 年度） 

8,000 円   56,000 円 
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小倉駅前早朝清掃 報告 

日 時：8月 19 日（土） 6 時 10 分～ 

参加者：合馬、原田(光)、村上(充)、八尋、小島、 

長森、松永会員家族、木曽夫妻、渡邉、 

南浦、佐竹、緒方 

今回は、IAC の学生さんは不参加でしたが、木曽会員

の奥様と松永会員のご子息が、心強い助っ人として参

加されました。早朝とはいえ、快晴で日差しも強く、汗

ばむ陽気でしたが、清掃活動を終えた後は、心も晴れ

やかになりました。        【報告者：南浦】 

 

 

 

 

 

荒木 英生 会長

 今日はクラブ・フォーラムです。1年に数回、5大奉

仕部門ごとに開催することが推奨されています。活動

の内容や課題についての「クラブ会員による討論会」

です。討論会や協議会の会の字は、ふたがある鍋の形

からきているという説があります。いろんな食べ物を

集めて鍋でごった煮にする。するとやはり、そこに人

が集まるということでしょうか。また、シンポジウム

という言葉は、もともとプラトンの書いた「饗宴」が原

語で、シンポジオンからきているそうです。語らう際

には酒を酌み交わし、同じものを食するというのは洋

の東西を問わず同じようです。ということで、クラブ・

フォーラムは必ず夜間に飲食を伴って行うという規定

はありませんが、本日はほどほどに飲まれて、居酒屋

でのおやじのプロ野球談議のような感じでしょうか、

ざっくばらんに大いに語り合われてください。本日は

奉仕活動がテーマです。改めて小倉 RC の活動を見ると、

どれも長い歴史があるということを再認識しました。

清掃登山も、もう確か 10 回を超えていると思います。

奨学生関連については、米山奨学生をお預かりした年

度や、グロ－バル補助金で海外に留学生を送り出した

年度というように、不定期な活動になります。資料に

第 2700 地区で地区補助金を使った単年度の活動と近

隣のクラブの社会奉仕活動を紹介しています。参考に

されてください。最近のロータリーの集まりでは、ロ

ータリーが最も大事にしている 5 つの中核的価値観と

いうことが再々言われます。その価値観の 1 つが高潔

性です。奉仕においてロータリアンが少しなりともか

かわっている団体、事業、活動は絶対に対象にしては

いけません。ロータリーはロータリーの中でごそごそ

活動しているのではないかというような疑念を招くよ

うなことがあってはならないということです。これか

ら広報も積極的に展開していく中で、一点の曇りもな

い活動をしていかないといけません。 

             合馬 幹事

・ミニ会員名簿用の訂正シールを配布しています。緒

方会員のメールアドレスが誤っておりました。お手数

をお掛けいたしますが、お持ちの会員名簿にお貼りく

ださいますよう、お願い致します。 

          加藤(守) 委員長 

2017 年 7 月 1 日：63 名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 
68 名 26 名 ― 44.07％ 

先週の

出席 66 名 39 名 23 名 
93.22％ 
修正後 

◆ゲスト    0 名 

◆ビジター   0 名 

◆名誉会員   1 名 

・松元 照仁 氏 

高山 副 SAA 

9,000 円 ：累計金額 108,000 円 

合馬 誠一 君 

①本日のクラブ・フォーラム、皆で楽しく活発な議論

をしましょう。 

②明日正念場、がんばれギラヴァンツ北九州！ 

大迫 益男 君 

本日は、井芹さん、庄山さん、ご入会おめでとうござ

います。頑張って親睦活動をお願いします。 

木曽 長 君 

経済勉強会(同好会)を、10 月 16 日(月)18 時 30 分

から、リーガロイヤルホテル小倉 2階「龍鳳」で行い

ます。テーマは、「日米の金融経済情勢と金融政策」

です。出席をご希望の方は、世話人の木曽までご連絡

下さい。 

村上 公幸 君 

本日入会の井芹さんをよろしくお願いします。 

第３３２３回 例会 記録 

８月２５日（金）夜間例会 

・ロータリーソング“四つのテスト” 

・クラブ・フォーラム 
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庄 山
しょうやま

 和 利
かずとし

 氏 

推 薦 者 大迫 益男 会員 

緒方 公一 会員 

生年月日  

本  籍  

職  業 西日本鉄道㈱ 

執行役員北九州統括 

職業区分 421 鉄道業  

所属委員会 親睦活動委員会 

【庄山氏：挨拶】   

この度は、伝統ある小倉 RC 入会させて頂きありがと

うございます。私は RC が初めてで、ゼロからのスター

トだと思っています。作業や会への出席を通じて、少

しでも世の中や人の為に活動が出来ればと思います。

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

井芹
いせり

 重 文
しげふみ

 氏 

推 薦 者 村上 公幸 会員 

大迫 益男 会員 

生年月日  

本  籍  

職  業 西部電気工業㈱  

北九州支店長 

職業区分 82 電気通信工事業  

所属委員会 親睦活動委員会、青少年奉仕委員会 

【井芹氏：挨拶】   

生まれは熊本で、昭和 45 年生まれの 47 歳です。福

岡に住んでいて、北九州は 2回目の勤務です。1回目は

5年前で、元小倉 RC 会員の井上と板井の部下として仕

事をしていました。1年半前に佐賀へ転勤し、また戻っ

てきた次第です。まだ 3 年半ほどしか北九州に居ませ

んので、なかなか土地勘がありませんが、RC での活動

や皆様とのおつきあいを通じて、北九州に貢献出来れ

ばと思っています。色々と教えていただければと思い

ます。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

テーマ『中長期的奉仕プロジェクトを考える』 

テーマの趣旨説明           合馬 幹事 

近年、RI は長期計画委員会を推進しており、第 2700

地区安増ガバナーも、長期委員会を設立し、これから

の活動指針を検討すべき組織を作るよう依頼されてい

ます。 

そこで、当クラブでも独自の中長期的な奉仕プロジ

ェクトを発案し、活動の方向性などを皆で協議したい

と思います。社会奉仕・職業奉仕・青少年奉仕・国際奉

仕等、どの分野でも結構です。夢のある奉仕プロジェ

クトの提案をお待ちしています。 

 

※下線が発表者、下線が進行者 

 Ａ テーブル  

荒木、坪根、加藤(守)、小島、高山、松本、長谷川、

井芹、松元  

最初に小島会員より、小倉 RC

の奉仕活動について説明をして

いただきました。その後、その見

直しや、新しいプロジェクトに

ついて考えていきました。現在、

有志による北九州マラソン大会

の35km地点での応援はとても良

いので、今後は小倉 RC の行事に

したらどうか。次に、松永会員が

立ち上げられた「北九州かるた会」は、10 回目を数え、

小学生が 1000 人程参加されています。これに小倉 RC

が何か支援が出来るのではないかと発案がありました。

続きまして、小倉北区の藍島と馬島は、海の幸に恵ま

れ、島の人情もとても良いそうです。この島の海岸掃

除をし、その後、海の幸をいただくという案が出まし

た。清掃登山の第 2 弾です。小倉 RC は間もなく 70 周

年を迎えます。IM も行いますので、その時から将来的

にやっていくと良いのではないでしょうか。最後に、

ギラヴァンツの応援ツアーを組むなど、何かしらギラ

ヴァンツの支援をしたいという意見が出ました。将来

的には、オリンピックの海外キャンプが北九州でも行

われますので、海外チームをサポートする、という意

見もありました。 
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 B テーブル  

天ヶ瀬、角南、木曽、二村、豊川、松永、松藤、 

山口、青木 

3～5 年の長期計画で何をなす

かということで、話し合いまし

た。先ほど Aテーブルの意見にも

ありましたが、松永会員の「かる

た会」を充実させてはどうかと

いう意見がありました。身近な

ところでは、会員の健康を考え

るということで、会員の体重を 3

年で 100 キロ減らす、という意見が出ました。また、

子供を大事にしたいということで、子供食堂を作り、

一人でご飯を食べる子供に対し、皆で食卓を囲むよう

にしたら良いのではないか、という意見がありました。

次に、公開講座をして、卓話を広く一般の人に聞いて

もらう、という案が出ました。教育や医療の分野を含

めて、何か出来ることがあると思います。財団のお金

を一番使いやすいのは、やはり人道的なことで、子供

のことや、障碍者の子供を集めてスポーツ大会をする、

という意見もありました。3～5年で一つのことをなす

ということになれば、やはり委員会を作り、そこで素

案を出して、それに対して皆で話し合う方法が良いと

思います。委員会には、会長経験者や入会暦の浅い方

などで構成し、10年後の小倉 RCの状態を見据えつつ、

長期計画を作っていくことが望ましいと思います。 

 

 C テーブル  

合馬、大迫、児嶋、杣、村上(公)、八尋、大木、庄山 

清掃登山を毎年門司で行っ

ていますが、場所を足立山麓や

小倉近郊に変えては、という意

見が出ました。次に、出前授業

についてです。現在 IAC 卓話を

行っていますが、近隣の高校や

大学に出前授業をして、もっと

企業に関心をもってもらうの

が良いと思います。告知をして

広めていくと良い、という意見が出ました。次に、バス

停にベンチや屋根を寄贈する、という意見がありまし

た。また、植樹や石碑など、形に残るものを作るのが良

いのではないか、という意見もありました。また、人材

育成として、日本から海外への留学の支援をして、グ

ローバルな人材を作るという話も出ました。最後に、

音楽演奏グループを学校やイベントに斡旋するお手伝

いが出来ないか、という意見もありました。 

 

まとめ                荒木 会長 

地域、子供が共通したテーマ

のように思います。70 周年を

記念して何かを始める、という

のは、記憶に残るし、アピール

にもなるので良いと思います。

色々な意見が出ましたので、そ

の卵を温めて、いくつかを孵化

させていきたいと思います。 

 

 

 

日 時：8月 26 日(土)18 時～ 

場 所：リーガロイヤルホテル小倉 

参加者：荒木会長、合馬幹事 

第 2700 地区第 2 グループガバナー補佐安部高子氏

と、第 2グループ 11 クラブの会長、幹事、長期計画委

員会委員長が集まり、イレブンの会が行われた。以下

の討議を行った。 

1. 主に奉仕プロジェクトについて 11 クラブで何か活

動を出来ないか。 

2. 対外的な広報を効果的に行うには、どうすればいい

か。 

3. 長期計画委員会について既に設置している 4 クラ

ブから説明があった。 

討議の後は、龍鳳に場所を移して懇談を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次回例会予告】 

9 月 8 日（金）普通例会 

・ロータリーソング“我らの生業” 

・会員卓話 西日本電信電話株式会社 

北九州支店長 村上 公幸 氏 

      『NTT 西日本のご紹介』 

 

  イレブンの会  報 告 


